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初中級 レベルの読解指導









筆者は,早稲田大学 日本語研究教育センターにおいて(以 下,日 本語セ
ンターと言う),1999年度春学期から2001年度秋学期まで,初 中級に該当




マ続き(一 コマは90分)のクラスであ り,後者は,学部 ・大学院正規学生や
科目等履修生向けの週1回 一コマのクラスである。筆者は1999年度春学期か
ら2001年度秋学期まで 「読解3AB」 を・2001年度前期 ・後期に 「読解3




がったため,筆 者らが練習問題 を随時作成 して3〉,2000年度春学期から
2001年度秋学期までの4学期問これを教科書試作版 として使用 した。
この読解教材は,その本文編の序文に述べ られているように,初級レベ
ルの学習項目の総復習を目指す とともに,「内容面の面白さ」 も考慮 した
ものであ り,それまでに筆者が使用 した市販の教科書に比べて,学生 に










通りの意味を理解 して一文の意味をつかみ,次 に,前後の文との関連か ら
















文型 一 基本的な意味のほかに,人 間関係 ・場面などを考慮
した発話意図にも注目させる。似た意味を持つ既習文
型の意味 ・用法との差を考えさせる。
語彙 一 似た意味を持つ語彙は,ど の点で意味が違 うのかに
注目させる。すなわち,硬い表現なのか砕けた表現な









区切 りは意味の区切 りだということに注意 して読ませる。
文体 一 文体の違いは言語形式 としては,文末ばかりでなく,文中























2,ど う指導 するか 一 教室作業 の基本方 針一
読解の授業 とはい って も,聞 く ・話す ・読 む ・書 くの4技 能すべ てを使
わないわ けにはいかない。学生 ・教 師 と もに,質 問 をす るに も答 えるに
も,授 業 中はこの4技 能は必須 である。 しか し,初 中級の段階では,ま だ
聞 くこと ・話す ことに慣 れていない学生が多 いので,コ ミュニケーシ ョン
を図るため にも,教 室 内では教 師と学生,学 生 同士のや りとりを多 くす る
ようとくに心がける。
授業での各課の一般 的な作業の流れを述べ ると,
11)学生が 自宅 で予習 してきた ことを前提 に して,ま ず教 師が一文ずつ
また は全文 を通 して模範 音読 をす る。 この後 で,学 生 か らの質 問を受 け
る。学生 には,質 問 を歓迎する 旨を常 々言 ってお く。 これまで,こ の とき
の質問 は,語 彙 の意味 ・使 い方 と文法 に関 した ものが多 く出た。要点 とな
























(4)次週 に,漢字の読み方,助詞,語 彙,活 用などについて試験 を行
う。答案は提出順にその場で採点し,全員が書 き終えたところで返却 して
答え合わせをする。その後,練習問題の解答など前週に提出されたものが






































































































































も配列されていない。 したがって,授業で扱 う順序も教科書 とは異なる場
合がある。
指導項目 ・文章の長 さ ・扱っている話題から考えると,1課か ら16課ま
でが初級の復習にあたる。17課から19課までは,文章も長くなり語彙 も未
知のものが多 くなり,内容の面でも字義通 りの文意を取るだけでは内容を
理解 したことにはならないため,こ の教科書の山場 と言える。20課か ら22
課までは学生に身近な話題で読みやすい文章 となってお り,学期中の息抜
きの役 目を果たしている。23課と24課はそれぞれ説明文と論説文で,硬 い











(1)事実関係を問う問題 一 話の筋を問 う問題(い つ,ど こ,だれ,
















目のみを記す。授業では,既 出のものについても繰 り返 し復習することに
している。
1課 自己紹介
文章概略:話 し言葉を文字化 した自己紹介の文。デス ・マス体。
指導項目:自 己紹介に出て くる語彙 一 ～出身,専攻,研 究,趣味。
日本語の自己紹介の言語表現パターンと身振 り 一 「はじめまして」を










指導項 目:一 日の生活を表す語彙,片 仮名語彙。助詞の復習 一 は
〈話題提示>〈対比 〉;に,か ら,ま で,ご ろ,ぐ らい 〈時 を表す〉;
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へ,に,で 〈場 所 〉;で 〈手 段 〉;動 詞 と共起 す る助 詞。文 型:～ と
き,～ た り～た りする,～ てか ら,～ て
反応 と考察:練 習問題2-5)で,本 文の最終段 落の文 「7時ごろうち
へ帰 って,夕 ご飯 を食べ ます」の 「帰 って」 の部分 を,「家 に着いて」 で
は な く 「図書館 を出て」 と解 釈 して いた学 生がい た。 これ について は,
「～て」 の前後 の動詞 は意味 上密 接 な関係 にある こと,こ の場 合 は 「う
ち」 が二つ の動詞 を結 び付 けているこ と,し たが って この文脈 では 「うち
に着いて,そ こで夕 ご飯 を食べ る」 と解釈す るのが普通 である ことを説 明
した。 また,動 詞の用法 を覚 えるときは,そ の動詞 とよ く一緒 に使 われる
助詞 を覚えるよう注意を促 す。
4課 私の夢
文章概 略:子 供の ときか ら今 までの 自分 の夢。 ダ ・ル体 。
指導項 目:世 界 中 ・一 日中/使 用 中 ・営業 中。片仮名で書 く語彙。 文
型 一 ～ になる,～ たい(と 思 う),～ ので,～ か らだ,～ なが ら,～
(普通現 在形)の が私 の夢 に なった/私 の夢 は ～(普 通 現在 形)こ と
だ,～ た/～ ていた
考察:こ の課 で語 られている夢の一つの 「スーパ ーマ ン」が どんな人 な
のか,こ れ までの学生 は映画 を見て知 っていたが,今 後知 らない学生 が出
で きた場合,映 像 を見せ るか語彙を変 える必 要が あろう。
5課 オウさんの 日記
文章概略:あ る日の日記。 ダ ・ル体。
指 導項 目:〈 や り ・もらい 〉 一 動詞の主語 ・方 向性(送 る側か受 け
る側 か),話 者 の気 持 ち に注 目させ る。行 く,来 る,返 す,電 話す る,
持 ってい く 〈方向性 を もつ動詞>;文 による連体修飾;～ そうだ 〈伝 聞>
考察:3段 落 目に友人のホ ワイ トについて書かれ てい るが,「そのお菓
子 はアメ リカのお母 さんが(ホ ワイ トさんに)送 って くれたのだそうだ」
の文 については留意点が二つ ある。一つ 目は,日 記の書 き手 は 自分 を第 三
者 としてではな く友人のホワイ トに視点 を同化 して書 いているので 「～て
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くれた」 を使 っている こと。二つ 目は,「のだ」 を 「お菓子 だ」 と解釈 す
るか,事 情説 明の 「のだ」 と解釈 す るかであ る。 この文 は 「そのお菓子
は」 とい う提題表現で始 まっているため,前 者の解釈が一般的だ と思 われ
る。 しか し,学 生か ら質問が出た場合 は,日 記の書 き手が友人の視点 に同
化 して事情説明を行 っている とも解釈で きると説明 してい る。
6課 おすすめの店
文章概 略:自 分の好 きな店 の紹介。デス ・マス体。
指導 項 目:動 詞 の 活 用 形 か ら作 られ た名 詞(例:す す め る→ す す
め),～ ようだ 〈推測 〉
考察:内 容 も文法 も簡単 な文章 なので,時 問をか けない。
7課 リンさんの研 究室案 内
文章概略:自 分の研究室の紹介。 ダ ・ル体。
指導項 目:片 仮 名で 書 く語 彙。文型:～ た めの 〈目的〉,～よ うにす
る,～ よ うになる,～ たこ とがあ る,～ に～て ほ しい,～ だけで な く～
も,～ は ～(普 通 現 在形)こ とだ 〈連 体 修飾>,～ て も,(毎 日,ず っ
と)～ てい る。課 の題名 を文 に直す。
考察:片 仮名語 の音読の練習が何 回 も必要であった。これは,こ の課 の
片仮 名語 にはすべ て長 音が 入 ってい るため と思 わ れる。 また,「お年寄
り」 の 「お」 と 「年寄 り」 の問にポーズが入 り,「お っと しよ り」 と聞 こ
える。学生は毎学期,こ の課 で初 めて,音 声面で も文法面で も読み に くい
文章 に出会った と述べている。
8課 招待状
文章概 略:学 生の国際交流パ ーテイー への招待状。 デス ・マス体。
指導項 目:手 紙の形式 。敬語。 ～に招待 する/～ へ の招待。 ～ことにす
る,～ ことになる。
考察:毎 学期,敬 語を まだ学習 していない学生がい る。 また,学 習 した
ことがあっても,も う一度説明 してほ しい と言 う要望が必 ず出る。学生の
中には,敬 語 はその言葉が指す ひと(聞 き手 または第三者)に 対 して特別
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に丁寧な気持 ち を表す言語表現体系 であ り,デ ス ・マス体/ダ ・ル体 は聞
き手 に対 する話 し手 の心理的距離 によって使 い分 けるこ とに気づ いていな
い者 もいる。敬語 は15課と16課にも出ているが,最 近2学 期 は,こ の8課
が終わってす ぐに15課を読 んだが,学 生 は敬語 に集 中で きて結果 は良い よ
うである。音声面 では,「お～になる」「お～す る」 を発音す るとき,一 語
としての認識 が薄いためか,「お」 と 「～ にな る/す る」の 間にポーズの
入 る学生が多 い。
9課 学割
文章概略:大 学 での学割の もらい方 。デアル体 とダ ・ル体 。
指導項 目 二 ～ば ・～ と,～ なければな らない,～ 間に,～ とは～の こと
である
反応 と考察:大 学 で学割 をもらって駅で使 うまでの手順 を正 しく理解 し
ていない学生 がいたが,練 習問題へ の追加が問 に合わなかったので,試 験
でこの点 を確認す るこ とにした。学生 からは,列 車以外 の学割 の話が毎学
期 出る。
10課 日本の地理
文章概略:日 本 の地理。デス ・マス体。
指導項 目:地 理用語。～ しか～ない,～ か ら～(普 通 形)の です。 て形
の代 わ りに使 う連用形(例:美 しく,)
考察:非 常 にや さしい文章 で情報量 も少 ない ため,時 問 に余裕 のある と
きに読む。
11課 ソウル と東京
文章概 略:韓 国人の女子学生に よる ソウル と東 京の比 較。デス ・マス
体。
指導項 目:～ よ り,～ と同 じ,似 ている 〈比較 〉;～ とい う 〈名称 〉





指導項目:自 動詞 と他動詞(構 文と意味の違い);受 身形;～ かどうか



















文章概略:就 職活動のために先輩 にひとを紹介して もらったお礼の手
紙。デス ・マス体。
指導項目:敬 語(と くに,「お～いただく」「お～くださる」)。内容理解





と我 々(学 生 と教 師〉の間 には実際 には何 ら人間関係が存在 しないので,
登場人物 について敬語 を使 う必要はない ことを指摘す る。
16課 電車のアナウンス
文章概略:駅 や電車の中での放送 を集 めた文章。 デス ・マス体。
指導 項 目:敬 語 一 お ～です,お ～ くだ さい,お ～の。 ～ よう とす
る,～ ように気 をつけ る
考察:こ の種の放送は,口 をついて出て くる学生 もいるほ ど馴 染み深い
ため,読 んで理解するのに時間はか からない。 日本の車内放 送や構 内放送
は くどい と言 われ るが,練 習2で はその ことについて学 生の意見 を聞 いて
い る。
17課 ホワイ トさんのボラ ンティア
文章概略:日 本 の老 人ホームでのボ ランテ イア経験。ダ ・ル体 。
指導項 目:助 詞 一 の(日 本でのボ ランテ イア;昔 か らの友達;… …
な どの話)。～てか ら……(期 間)に な る,～ のに,～ てみる,～ ことに
す る,～ し,～ の よう に,～ のを楽 しみ にす る,(形 容詞)そ うに,い
つ ～て も。 話 し手 ・書 き手 の気持 ちを表 す助 詞 や 文型 一 ～ て しま
う,～ て くれ る,～ てあげる
考察:こ の課か ら文章が長 くなり,内 容 も学生 にとっては未知 のものが
多 くなる。練習問題数 も多 くなるうえ,本 文 をその まま書 き写せ ばこと足
りる設問 ばか りではな くなる。語形 を変 えた り,言 葉 を補 った り,類 推 を
要す る設問が増 える。 こうした練習問題 には,ま ず 口頭 で答 えさせてか ら
書 いて提 出 させ,添 削 ・講評す るこ とが欠 かせ ない。学生個人 に関す る質
問は,こ の課 では学生の 日常生活で使 える語彙 が多 く出 てい るため,そ れ
らを使 って答 える もの を用意 した。学生 か らは,設 問数が多 くて書 くのが
大変 だったが勉強 になった という声が毎 回聞かれる。 この課で学 生か らよ
く出 る質問は,「不安」 と 「心配」,「お年寄 り」 と 「老人」の意味の違 い,
「楽 しむ」 「楽 しみにす る」「楽 しみだ」 の用法 の違 いである。
!8課 母の独 り言
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文章概 略:大 学 生の息子 の下宿 暮 らしや交友関係 について の母親 の感
慨。 ダ ・ル体。
指導項 目:語 の意味や言葉が示す状 況を考 えさせる 一 一 人暮 らし,
通 う,・電話 もか けて こない 〈さえ〉,わた しのほ うが,こ っそ り,息 子の
様子,足 の踏み場 もない,よ うや く,ラ ーメ ンの袋の話 をする,あ いつ,
友情は気がつか ない うちに生 まれている
文法 ・文型 一 ～の(だ ろ う)か,～ も 〈～さえ〉,電話 をかけ る/電
話をかけて くる,帰 る/帰 ってい る,自 動詞 ・他動詞/～ ている ・～てあ
る,～ と～た 〈発見>,～ だ 〈他 の動詞 の代用 〉,～(形 容詞)そ うな顔 を
する,～ ては～,～(普 通現在形)こ ともある,～ ない うちに,～ のか も
しれない
その他:臨 場感 を出すための時制の交替(～ た→～ る)
考察:学 生 は毎学期,こ の課が今 まででいちばん難 しい と言 う。新 出語
彙が多い うえに,文 章が表 してい る状況 ・場面 を想像 するのが難 しい らし
い。 これは,こ の課の文章が,17課の書 き手 自身を多少客体化 した文章 と
は違い,全 くの主体文のためだと考 えられる。学生 には,こ の課 を乗 り越
えれば もうレベ ル4に 近い と勇気づけてい る。この課では,練 習問題 に移
る前 に,本 文 を もう一度読 みなが ら質疑応答 を して文章の状況 ・場面 を考
え直す機会 を設 ける。
練習問題 の特徴お よび教室 での扱い方は17課とおお むね同 じである。本
文の登場人物 は実際 には,母,息 子,息 子の友人の3人 である。これが設
問では,「母 親」 「息子」「息子 の友達」 と記 されている。設問 に答 える際
の注意 として,こ れ らの使 い分 けは,話 し手 ・書 き手の視点 ・立場 に よる
ことを教える。す なわち,「私の～」 の場合 は 「母/母 親」 「息子」 が,そ
の他の場合 で親 しみ を表明す る ときは 「(誰々 (さ んの))お 母 さん,息 子
さん」が,親 しみを表明 しない中立的 な立場では 「(誰々 (さ んの))母/
母親,息 子 」が一般 に使 われるこ とを知 らせる。
19課 地方ニュース 「最近のロボ ッ ト」
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文章概略:ロ ボ ッ ト犬 とロボッ ト猫 につ いて のニ ュース。デス ・マス
体。
指導 項 目:文 法 ・文 型 一 受 動態,～ て い る うち に,～ ような錯
覚,～ といって も,～ ようになっている,～ ように努力す る,～(の)形
を してい る/～(の)形 を した～ 〈連体修 飾 〉,丸い/～ さ/～ み。談話
文型 一 ～ので しょうか 〈問題提起 〉
考察:本 文 に入 る前に ビデオを見せ るが,学 生の ほとん どが この種 のロ
ボ ッ トにつ いて よ く知っている。内容 自体 は問題 ないが,抽 象 的 とも言 え
る感情 ・心理 を表す語彙が多 く出て くるため,字 面だ けを読 んでいる と最
初 は読 みに くい ようである。 こうい うと きこそ イメージを浮かべ なが ら読
む ことが大切だ と強調 する。
以下20課か ら25課までは,練 習問題の作成後 まだ使 用 した ことが ない た
め,本 文の概略 と指導項 目を主 に記す。
20課 携帯電話
文章概略:携 帯電話 の便利 な点 ・不便 な点 を挙 げて,読 み手 に使いたい
か どうか を問 う。デス ・マス体。
指導項 目:～ で しょう/～ でしょうか,ど うして～ので しょうか 〈問題
提起 〉/～ のです 〈解答 〉
21課 除菌 クリーナー
文章概略:除 菌ク リーナー と抗菌製品 を話題 に して,日 本 人は清潔 なの
か不潔 なのか を読 み手 に問 う。デス ・マス体 。
指導項 目:～ と言 う/～ とい う人。〈問題提起>の 文 はどれか。
22課 食い倒 れ ・うどん ・お笑い ・大阪弁
文章概略:大 阪人は個性 的であるとい うことを描 いている。 デアル体。
指導項 目:～ ごと;～ す ぎる;ま た,… …
23課 期間限定商品
なぜ多 くの期 問限定商 品が売 りに出 されるのか問題提起 して,そ の解 答 を
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示 し,最 後 に 日本 人は新 しもの好 きなのでは ない か と読み手 に問 う。 デ
ス ・マス体 。
指導項 目:指 示詞;〈 使役>;～ の/～ こ と 〈連体修 飾>;～ ので す
〈文章の まとめ 〉;ど う して～ので しょうか 〈問題提起>;～ のです 〈解
答 の まとめ 〉;～ ので はないで しょうか 〈疑義 を含 んだ柔 らかい問題提
起〉;文 章の展 開
24課 怠ける ことの価値
文章概 略:ラ イオ ンと比較 して,人 問の働 きす ぎを戒 め,地 球全体 を救
うため にも自由時間を楽 しむべ きであると説 く。 デアル体,ダ ・ル体 。グ
ラフ入 り。
指導項 目:硬 い語 彙表現。 ～ とともに,～ に比 べ,～ ほ ど,～ を もと
に。文型 一 ～だろうか,～ わけではない,～ ほ どでない,～ た らいい
か,～ こ とになる 〈結果 〉,～とは何 だ ったのか/～ とは何 だろ うか 〈問
題提起 〉,～では ない か 〈娩 曲的 な解答>。指示詞 。各段落 の内容の ま と
醐 文章の展 開
25課 男が得 か,女 が得か
文章概 略:女 性 のほうが得か もしれない と思 っている男性 と,現 実 には
男性のほ うが得 だろ うと思 っている女性の意見。 ダ ・ル体。
指導項 目:使 役受 身。 ～ち ゃだめ,な かなか～ない,～ はずだ
26課 誰 と結婚す るか
文章概 略:結 婚 を希望 している女性 とその相手候補者 を紹介 し,誰 と結
婚 した らよいか読み手 に問 う。女性 の紹介はデス ・マ ス体,相 手の紹介 は
ダ ・ル体。
指導項 目:体 言止めの文。
考察:学 生 に20課以後の中か ら読みたい文章 を今 までに3回 選ばせ てみ
たところ,こ の課が2回 選ばれたが,結 婚 という話題 に惹かれての ことと
思われる。語彙,構 文,内 容 ともにや さしく,学 生主導で授業 をして も何
ら問題 はな く,意 見の交換 に も盛 り上が りが見 られた。
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27課 嘘
文章概 略:四 つの場合 について嘘 だ と言 えるか どうか読 み手 に問 う。デ
ス ・マス体 。
指導項 目:嘘 だ と言 える/嘘 を言 う ・嘘をつ く
考察:医 者競患者 に癌だ と宣告せ ず に他 の病名 を告 げた場合,そ れが嘘
だと言 えるのか言 えないのかについての意見 は,学 生の生 きている社会 環
境 も反映 してお り,筆 者 も考 えさせ られる ところが大であ った。
28課 裁判1熱 いコー ヒー
文章概略:米 国カ リフォルニア州で女性 がハ ンバー ガー店の コー ヒーで
やけ どを し,店 を訴 えた裁判 での両者の主張 とその裁判結 果 を示 し,読 み
手 の審判 を問 う。デアル体。
指 導項 目:そ こで,～ べ きだ,(や け どをす る)ほ ど(熱 い),な か な
か～に くい,～ た以上,～ た ら
29課 裁判Hだ れの責任か
文章概略:イ タリアのローマで,ビ ル掃 除の男性が,女 性 が着替 えてい
るところを見 て地面 に転落 し,大 怪我 をした うえ借金 を抱 えて失業 し,そ
の女性 を訴 えた裁判での両者の主張 を示 し,読 み手の判断 を問 う。デ アル
体。
指導項 目:～ ようとする,～ たまま,そ の まま,～ てい る ところ(を 見
る),(普通形)と したら 〈仮定>
30課 人生 の選択
文章概略:三 人の男性の生 き方の うち,誰 の生 き方がが いい と思 うか読
み手 に問う。デス ・マス体 。
指導項 目:～ なければならない/～ な くてはな らない
4、 おわ りに
(1)初中級 レベルでは文法から内容理解へ 一 学生か らは学期 を通 し







(2)学生からの質問 ・意見歓迎 一 学生に教室外でも読むことを奨励
するためにも,また読んだものについての意見交換は教室内でこそできる
作業であることからも,学生から質問や意見が出たときは出来る限り取 り








(4〉教師の心構え 一 初中級 レベルが初級と中級の間に位置すること
から,このレベルを担当する教師は初級,中 級両方の学習項目についてか
なりの程度知っておかなければならないと痛感している。
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